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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

· 関　秀治様の事例(これまでの経過確認と今後の方向性について)話し合い時間変更あり。13日（火）の13時から15時30分に変更。

· 14日（水）の午後、作業療法士学生の通所実習あり。

· 16日（金）の午後、病院避難訓練（夜間想定）あり。

· 回覧について

本日より日誌とカンファレンス記録の新規回覧開始。

カンファレンス・・・ファイル名タイトル、つづき番号の入力をまちがえないようにする。

　　　　　　　　　　今の回覧先に、青風荘・青山荘・青明舎も加えて回覧。（今後は回覧先正式に決定し、設定する予定）

日誌・・・1日ごとに新規のエクセルシートに貼り付けし、タイトル名付けてナイトケアスタッフが回覧。

＜利用者様情報＞

・　長瀬　紘一郎様～「電気切れた、サンデーに買い物行くから休む」と、朝に連絡あり。服部スタッフ対応する。「今から行くから」と再度連絡あり来所している。

　　　　　　　　　　以前、青明舎スタッフが訪問の際にもヒューズなどの接続不備があり、生活指導していることがあった。

· 大釜　久直様～来所時より活発な発言が目立っていた。外を歩いている女性スタッフに、窓から「ご

　　苦労さーん」と叫ぶなどの気分高揚の様子もあった。

　　昼食後、誰もいない部屋で大きな声での独語が確認されている。スタッフが訪室すると、「あなたと話してたでしょう」と返す。会話時には「昨日おねしょした、姉と戦っている」など、その場に関係のない話もしてくる。

・　井畑　光湖様～青明舎スタッフからの情報

　　　　　　　　　青明舎に来た際に、トイレにこもっている事あり。トイレから出た後にトイレ内が吐物様の臭いがしていた。

　　　　　　　　　過去にも自己誘発嘔吐の経過もあり、観察が必要なケースである。デイケアスタッフ確認時には「そんな事はしていないよ」と話していた。

· 中村　与一郎様～弥生祭りメンバーグループ構成に対し、メンバーに力をいれて話している様子が

　　あった。

　　こそこそ井畑さんと接近している事あり。物のやりとりが考えられるが、通所時間内は適当でない事を指導していきましょう。

＜プログラム検討会＞

その都度のプログラムの目的を達成していく為に、スタッフの責任所在やプログラムの事前準備、全体のバランスを調整していきましょう。

	
	13日（火）
	14日（水）
	15日（木）
	16日（金）
	19日（月）

	デイケア（午前／午後）
	卓球バレー

　（東・月舘）

SST

（東・木村）

タオルで体操

（月舘）


	自主活動・個人面談

選択プログラム
	栄養指導教室

（山田）

生活習慣病学習会

（木村・月舘）

レクダンス

（東）
	みんなで話そう会

（東・山田）

クラブ活動
	ピンポンコロコロ

（月舘・川井・東）

SST

（月舘・木村）

弥生祭り準備

（他スタッフ全員）

	デイナイトケア（午前／午後）
	カレーライスゲーム

（川井・瀧澤）

SST

（中居・山田）

ひな祭り飾り作り

（上平）


	体育館での運動

（川井・瀧澤）

自主活動

個別面談


	メニューレシピ

（川井）

漢字計算プリント

（瀧澤）

生活習慣病学習会

（服部）

レクダンス

（川井・中居・瀧澤）
	料理教室

（川井）

わがままクラブ

（中居）

クラブ活動
	栄養指導教室

（山田）

SST

（山田・川井）

ひな祭り飾り作り

（他スタッフ全員）


・13日PMのデイケアスタッフ上平・山田はデイナイトケアプログラムに移動

・19日PMのデイケアスタッフ川井はデイナイトケアプログラムに移動

・16日AMのデイプログラムは当日担当スタッフがテーマ内容検討必要

＜デイナイトケア事例検討＞

其田　淑子様　　68歳　　非定型精神病　　デイナイトケア利用開始：平成14年2月（5年経過）

　　最近の様子）

　　・通所利用は週4回。（水曜日は外来・青明舎利用）

　　・月末は兄への会計報告と生活費をもらいに行くため会う。

　　・欠席時は必ず本人からの連絡がある。　　

　　・先月は頭痛を訴えることあり。同時に歯科治療中でもあったが、痛みの訴えは多かった。

　　・身体の痛みの訴えは多かったが、生活上の不安を訴えることは目立たなかった。

　　・プログラムの拒否はないが、見学参加も多かった。積極的ではなく、周囲の動きを見てから自身も動いていた。卓球バレーは楽しそうに実施参加していた。←年齢、メンバー同士の交流、甘えるスタッフの存在など、本人の環境は変化している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　表面的にはきりっとふるまっているが、内面の寂しさは強いのか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　↑

　　　スタッフの聞きだせる技術も必要になる

　　

　　現在から今後の関わり）

　　　・身体の不調には、看護師の直接アドバイスを活用

　　　・社会資源の活用は、問題が出てきた時にもすぐに対応できるようにSWスタッフへの情報提供を密に実施

　　　・足浴の実施・・・水虫治療をしながら、その時の対話を大事にしている

　　　　⇒頭痛などの表現は、内面の寂しさのメッセージと受け止めることで、関係作りにつなげる

